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                       南九州市立霜出小学校 

彦星の想い変わらぬ天の川」「夏休み新たな体験自己磨き」雅実 

素朴な人間観 

校長 石川 雅実 

「人間というものは，人生というものは，日本語の本来の意味において，悲しいものである。悲しいものであ

れば，愛しいものでもある。男にとって女というものがこの世にあるということは，夫にとって妻というものがこの世

にあるということは，親にとって子というものがこの世にあるということは，おしなべて，人間にとって人間というも

のがこの世にあるということは，なんと悲しくもありがたいことであろう。」（佐藤俊夫「新道徳教育事典」１９８３ 

第一法規） 

 私たちは，有限な命を生きていますが，そのことをついつい忘れがちです。有限だと自覚していれば，周囲

に存在する人々に感謝の念を持つものです。 

 人間ばかりではなく，小動物や自然環境等，周囲に感謝できると思います。そんなことを，この文章から学

びました。 

 生きているということは，悲しくもあり，有難いことでもあります。有限である自覚を常に持ち，周囲と接していき

たいものです。 

 それが，なかなかできないのが，人間の人間らしい善さなのかもしれませんが…。 

～追伸～ 

（「諸行無常」） 

 人生は，平家物語の冒頭にある「祇園精舎の鐘の声，諸行無常の響きあり。」（「祇園精舎の鐘の音に

は，すべてのものは常に変化し，同じところにとどまることはないという響きがある。」） と言われます。常に変

化していきます。だからこそ，毎日，毎日を懸命に生きる必要があるのだと思います。 

＜校長室から～「あなた」へのつぶやき～ ＞ 
「苦手なことが…」 

 自分の苦手としていることが，仕事や，やらなければならない事として，回ってくることが案外，多いもので

す。私が，教師に，しかも，道徳教育について研究を続けていることを，昔の私をよく知る友人は，大笑いしま

す。（人間は変わることができるのです…。） 

 自分の不得意，苦手としていることが，案外，自分にとってよき教師であったりして…。自分を高めることに

つながったりして…。 

「やりたくないな。」とぼやく前に，とりあえず，やってみましょう。自分が考えた以上に，道が開けるかもしれませ

ん。（「とりあえず，ビール！」と言うごとく･･･。） 

 そんなことをあなたの仕事ぶりから学びました。あなたの不得意なもの，苦手なことは，何ですか？やらなけ

ればならないことは何ですか？今度，教えてくださいね。 

 

＜名言・格言に学ぶ＞ 

  仁は愛を主とす。人を愛する，己を愛する，同じく仁なり。 吉田 松陰 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 「GIGA スクール構想」により，タブレ
ット型端末が配備され，本校でも授業等で
活用しております。今年度は，「タブレッ
トで学習を深めたり，調べ学習をしたりし
よう」を目標とし， 
夏休みに向けて持ち 
帰りました。家庭学 
習の充実のために， 
夏休み課題や読書も 
含めてバランスよく 
活用してくれたらと 
思います。 

７月２１日～８月３１日水難事故防止強調期間 
７月２４日（月）～３１日（月）    ８月 １日（火） 出校日 図書貸出日 

教育相談            ７日（月） 図書貸出日 
２９日（土）知覧ねぷた祭り        １４日（月）～１５日（火）学校閉庁日 
３０日（日）青少年ふるさと美化活動    １６日（水） 図書貸出日 

       ２１日（木） 出校日 図書貸出日 
                     ２７日（日） 第２回愛校作業 
                            夏休みの制作体験出前授業 

７月８日より，水泳学習授業参観があり
りました。１２日（水）には，５・６年生
の水泳記録会が行われました。水に潜った
り浮かんだりできるようなった低学年の子
供たち。がんばって２５メートルを泳げる
ようになった中学年の子供たち。力強い泳
ぎを見せてくれるようになった高学年の子
供たち。それぞれの学年での成長を見てい
ただけたのではないでしょうか。暑い中，
多数のご参観ありがとうございました。 

霜出小学校ホームページ 

本校のホームページをご 
存知ですか？現在，少しずつ 
リニューアル中です。今後も 
随時学校の様子をお伝えする 
予定です。ぜひご覧ください。 
ホームページには右の２次元 
コードまたは下記アドレスより 
アクセスしてください。 
http://minamikyushu-city.hs.plala.or.jp/shimoide_es/ 

車いす体験(４年生)   ７月１４日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月１４日（金），社会福祉協議会の方の
協力により，４年生が福祉体験として「車い
す」を体験しました。実際に乗って自分で動
かしたり，人が乗っている車いすを押したり
という体験をさせてもらいました。 
 車いすに乗ってみると，ほんの数センチの
段差でも乗り越えることがとても大変なこ
と，車いすを押すときも，乗っている人への
思いやりが大切なことを実際に体験すること
で学びました。 
 この体験学習を通して，誰にとっても思い
やりの気持ちをもち，やさしさにあふれてい
る社会づくりを目指してほしいと思います。 


